第１章　農業
　泊村の農地は、昭和60年現在で、田が86ヘクタール、普通畑が66ヘクタール、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅ),樹)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんち),園地)が135㌶である。昭和40年に比べると、田が25ヘクタール、普通畑が54ヘクタールの減少となり、それに反して樹園地が43ヘクタール増えている。これは開墾地もさることながら、収益の挙がらない普通畑を果樹栽培に切替えたからである。

　農地は、総面積の24パーセントで、大山山ろくのような広大な土地柄の地域に比べて、土地条件は狭く傾斜し、零細規模の農家が多いために、専業農家は昭和60年調べで51戸（14.2%）にすぎず、大部分は兼業農家である。

　主な作物は、栽培面積から言えば、梨・水稲・すいかの順位であるが、その販売額では梨が62.1%、畜産（ブロイラー）が20.0%、すいかが7.6%で、米はわずかに3.9%にすぎない。

　なお、再編農業の一環として、昭和60年度から筒地地区で試作されている自然薯は、その年、泊村としては初めて、鳥取県農林漁業祭に出品して好評を博し、将来の泊村の特産品としての夢が托されている。

１　農地改革　　
　昭和21年11月、「自作農創設特別措置法」が制定された。これによって農村は大きく変わり、その後のわが国の農業と農民の生活の転換期となった。措置法が示す改革の要点は次の6点であった。

1 不在地主の所有地はすべて収用する。

2 在村地主の保有小作地は、世帯単位で1町歩、自作地と合せて3町歩。

3 国の買収とし、これを従来の小作人を第1順位として売り渡す。

4 この買収、売り渡しは農民の階層別に選ばれた市町村農地委員会によって行われる。

5 小作契約を文書化、小作料の上限設定及び金納制の設定。

6 宅地、建物等の附帯買収及び未墾地買収。

第1回の農地委員の総選挙が同年12月20日に行われた。選出方法は、

　1号委員には、小作農及び小作兼自作農から5人。

　2号委員には、地主及び地主兼自作農から3人。

　3号委員には、自作農、自作兼地主及び自作兼小作農から2人。
以上10人で農地委員会を組織し、改革の実施に移った。第1回の農地委員に選ばれたものは、

　　1号委員　松田正一、角　安信、稲葉勝治、吉村三蔵、川田藤吉

　　2号委員　藤井信美、渡辺正治、賀須井直

　　3号委員　山本文平、岸田百蔵

　泊村は、農家の経営規模が小さくて、国の基準をそのままあてはめる訳にはいかず、在村地主の保有小作地を7反歩とし、自作地を合せて2町歩とすることにした。

　農地委員の第2回の選挙は、24年行われたが、25年8月で廃止となった。

　泊村における農地解放の実績等については別表の通りである。

泊村における農地解放の実績（昭和25･8･1調）

買収農地面積
	実施年月日
	田
	畑
	計

	22・ 3・31

22・ 7・ 2

22・10・ 2

22・12・ 2
23・ 2・ 2

23・ 3・ 2

23・ 7・ 2

23・10・ 2

23・12・ 2

23・12・31

24・ 3・ 2

24・ 7・ 2

24・10・ 2
24・12・ 2
25・ 3・ 2
25・ 7・ 2
合　　　計
	48,504町

141,601

122,718

 17,304

 21,925

  8,210

  1,600

  2,304

  2,017

  1,803

368,126
	46,026町
123,905

149,523

 48,307

25,013

 11,720

  2,005

  2,808

  8,620

  8,010

  2,620

446,907
	94,600町
265,506

272,311

 65,611

 47,008

 11,720

 28,215

  4,408

 10,924

 10,027

  4,423

815,103

	買収対価の総額
	田
22,005,266円
	畑
　　　14,101,305円
	計
36,106,571円


 農地を買収された地主の戸数
	
	5反未満
	5反以上～1町
	1町～3町
	3町～5町
	5町～
1～0町
	10町～
50町
	50町以上

	個人地主
	在村地主
	75
	10
	6
	4
	3
	1

	
	不在地主
	79
	5
	1
	
	
	

	法人団体
	在村地主
	2
	
	2
	
	
	

	
	不在地主
	1
	
	
	1
	
	


農地の売り渡しを受けた戸数及び売り渡しをうけた面積①～⑯

	
	5反未満
	5反～1町
	1町～2町
	計

	市村内居住者
	210戸
	176戸
	14戸
	400

	村外居住者
	
	
	
	53

	計
	
	
	
	453戸


昭和20・11・23現在における農地面積
	
	田
	畑
	計
	自 作 地
	小 作 地

	在村地主所有
	987,913
	1,897,909
	2,885,822
	1,925,611
	960,211

	不在地主所有

村に居住するもの
	37,617
	113,923
	151,610
	117,611
	33,929

	その他のもの
	26,829
	86,810
	113,709
	/
	113,709

	計
	1,052,429
	2,098,712
	3,151,211
	2,043,222
	1,107,919


 昭和25・8・1現在における農地面積

	
	
	田
	畑
	計

	自作地
	農地改革で売り渡しを受けたもの
	387,112
	467,429
	854,611

	
	昭和20･11･23当時農地であったもの
	/
	25,410
	25,410

	
	その他
	551,029
	1,492,123
	2,043,222

	
	計
	938,211
	1,985,102
	2,923,313

	小作地
	売渡保留で現在固有のもの
	3,020
	14,015
	17,105

	
	その他
	111,128
	125,005
	236,203

	
	計
	114,218
	139,020
	253,308


　
